
 

 

 

 

 

 

 

黒松内町の魅力を活かし、「分校らしさ」がある授業づくりをめざして 

余市養護学校しりべし学園分校教頭 出 口 博 昭 

 
 残暑が続くなか、時折吹く風や空高く舞うトンボの姿に秋の気配を感じるこの頃となりました。本日より２学

期がスタートしましたが、子どもたちは夏の日差しよりも眩しい笑顔で登校し、蝉の声よりも元気な声で挨拶する

姿を見せ、学校を楽しみにしていたことが存分に伝わってきました。大変うれしく思うとともに、今年度より暑さ対

策で長くなった夏休みの間、子どもたちが心身ともに健やかであるよう気を配りながら過ごしてきた保護者や関

係者の方々に心より感謝申し上げます。 

１学期は、黒松内町の多くの方々とつながり、行事や授業で大変お力添えをいただくことができました。運動

会では、保護者をはじめ町内の方々から温かい応援をいただき、子どもたちは喜びを力に変えて、はつらつとし

たパフォーマンスを見せていました。中学部宿泊研修では、町内の施設や店舗を利用し、ボランティアやスタッフ

の方々とふれあい、豊かな自然を満喫しました。小学部では、マナヴェールの方々による読み聞かせやゲームを

楽しみ、高等部では、中学校の先生に来校していただき剣道を学びました。このほか、後志リハビリセンター及び

介護老人保健施設湯の里でのボランティア活動、歌才オートキャンプ場ル・ピックでのデイキャンプ体験をさせ

ていただきました。また、教職員研修では、ブナセンターを訪問し、ブナ林の多様な生態系を学ぶフィールドワー

クや授業づくりに関するディスカッションをさせていただきました。毎年恒例の取組、久しぶりの取組、新しい取組

と充実した学期となりました。 

黒松内町の魅力を生成 AI に尋ねると、「自然と人との共生を目指した取り組みを行っており、訪れる人々に

癒やしと感動を与えてくます」と答えてくれました。いかがでしょうか？私は納得できる言葉でした。今後も地域と

ともに子どもたちを育て、子どもたちが地域づくりに貢献できるよう、教職員一人一人が黒松内町の特色や良さ

を踏まえつつ、「なぜ地域で学ぶのか」「どんな姿をめざすのか」を考えた分校らしい授業づくりを推進していき

たいと考えます。 

 ２学期も子どもたちが安心して元気に学校生活を送るとともに、これからの時代に必要な力を高めることがで

きるよう、教職員一同力を合わせてまいりますので、引き続き御理解と御協力、御支援をお願いいたします。 

 

 

８月 ２３日（金）  ２学期始業式 

９月  ４日（水）  1日防災学校 

               第 2回避難訓練 

９月  ４日（水）～18日（木） 高等部現場実習 

９月 １１日（水）～13日（金） 中学部見学旅行 

１０月１７日（木）～１８日（金）高等部宿泊研修 

１１月 ９日（土）  学習発表会 

１１月２６日（火）～２９日（金）高等部見学旅行 

１２月２６日（木）  ２学期終業式
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 2学期の行事予定 



６月１５日（土）に行われた運動会の様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部２年生は、７月１１日～１２日にかけて、宿泊研修へ行ってきました。１日目は、ウォークラリーを

楽しみながら森林公園を散策した後、ブナセンターで、イタドリやドングリなど自然の素材を使ってクラフト

体験にチャレンジし、個性豊かな作品の制作に励みました。その後は、楽しみにしていた「松龍」での     

ラーメンを味わい、お腹も心も大満足でした。また、地域のボランティアの方々とおやつ作りを通じて交流を

しました。ボランティアさんに再会して喜ぶ生徒達は、大学芋やクレープ作りに苦戦しながらも楽しく会食ま

で味わい、心が和むひとときとなりました。締めくくりには温泉で疲れを癒し、自然の家の美味しい夕飯を  

沢山いただきました。 

２日目は、ぶなの森自然学校で自炊体験をしました。飯盒で炊いたピカピカのご飯に生徒も教師も一同感激。

そして、自分たちで作ったカレーライスは、格別な美味しさでした。 

町内の様々な資源を利用し、野外活動から地域の方々との交流を通じて、我が町『黒松内』の特徴や魅力を

再発見する研修となりました。 

 

 

 

◇・・・・◇小学部◇・・・・◇ 

小学部では運動会に向けて体育の授業で練習をたくさん行ってきました。徒競走では、スタートの笛に合わせて 

力強く走り、ゴールを目指す児童たちの姿が印象的でした。学部競技では、「しりべしカラフル宅急便」というテーマ

のもと、指定された色カードと同じ色の段ボールをゴールまで運ぶ競技でした。指定された色と同じ段ボールをすぐ

に見つける児童、一生懸命探す児童など様々な児童の様子が見られました。最後には元気よく「お届け物です」と言

うことができました。事後学習では、頑張ったことや楽しかったことをシートに記入したり、当日の動画を見たりし

て運動会の出来事を振り返る姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◇・・・・◇高等部◇・・・・◇ 

高等部は、運動会に向けて、事前学習で一人ひとりが自分の目標を設定し、体育の授業で練習を重ねてきました。

徒競走では、練習の成果を発揮し、腕を大きく振って最後まで走りきることができました。学部競技では、平均台の

上で練習したポーズを決めた後、大縄跳び、バドミントン、跳び箱から自分の得意な運動種目に取り組み、仲間とと

もに運命のひもをつなぎ合わせることができました。事後学習では、目標を振り返り、頑張ったことを記入する姿が

見られました。また、３年生にとっては最後の運動会であり、団長として旗手や選手宣誓を務めたり、紅白バトルの

アンカーを担ったりするなど、学校のリーダーとして、運動会を引っ張る姿を後輩に示してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇・・・・◇中学部◇・・・・◇ 

 今年度の中学部は「SASUKE」を行いました。これまで自立活動や保健体育、体力つくりの時間で学習してきた   

内容や、ひとり一人の得意な運動を盛り込み、中学部のみんなが揮ける運動会を目指しました。自分なりの決めポー

ズを考える事前学習では、自分の納得のいくポーズや振り付けが完成するまで試行錯誤を繰り返しながら一生懸命練

習に取り組む様子がみられました。本番では、日々の練習の成果を十二分に発揮することができ、中学部生徒ひとり

一人が輝くことのできた運動会にすることができました。暑い日が続く中、自分の体調や気持ちと相談しながら頑張

り、諦めることなく日々練習を重ねたことで、子どもたちの努力と成長が垣間見られる運動会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆☆☆ 後援会からお願い ☆☆☆☆ 

いつも後援会への御理解と御支援ありがとうございます。さて、会費納入について６月に御案内したところです

が、賛同金（会費及び寄付金）が例年より少ない状況です。PTA組織をもたない本校としては、子どもたちの教

育活動費として、貴重な財源となっておりますので、改めて御理解と御支援についてお願い申し上げます。  

ご不明な点がございましたら、事務局教頭あてにご連絡ください。    連絡先：0136―７２―３９０３                                                    

 


